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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・梅沢　昭策様～13:00  介護認定調査実施。
・沢山　等様　14:30、佐々木　ツヤ様　15:00～テレビ面会実施。
・荒谷　政蔵様・冨田　秀雄様～16:00  南山苑訪問調査実施。
・前田　あさ様～15:00  長男様面会。
・福田　りわ様～おいらせ町　特養　木崎野(きざきの)荘　タナカ様より連絡。訪問調査の依頼あり。11/18　16：00　特別診察室予約済み。
・大友　富美子様～電話にて本人の状態について説明。

食事が摂れず、チアプリド休薬して点滴施行中。内科Drの診察で、本人の状態から経口摂取は今後望めないとのこと、チアプリドを1週間中止しても回復が見込めない場合、経管栄養をするか点滴だけを希望するか意向を確認するも、理解に乏しい様子。経管栄養をするかしないかについては「自分だけじゃ決めるのは無理です。深澤先生の意見が聞きたい。本人の妹も連れてっていいですか」と。面談には人数制限があるため入れる人数確認し連絡すると伝える。高齢者支援センターを交えて11/26　午後であれば来院可能とのこと。佐々木氏からは、長男より妹のほうが理解力はあり、可能であれば妹にも同席してもらった方が良いとの事。
・金澤　和夫様～小柳Drより、明日、朝より、ノボリン30R注フレックスペン　朝のみ18単位へ変更の指示あり。
＜田中Ｄｒ診察＞
・大友　富美子様～頸部右傾斜、眼球右上方注視、左片麻痺　右下肢不随意運動があり、不顕性誤嚥の可能性もあるとのこと。茶寒天の摂取を行うが、嚥下をしない様子あり。現在の状態での食事摂取は、困難であるとのことで、食止めとなる。チアプリドによる活動性の抑制が食事摂取行動に影響しているか不明である為、１週間後、再度嚥下状態を確認していく事とする。それまでは絶食＋点滴にて経過観察。服薬は出来る範囲での指示。嚥下状態が改善しないようであれば、経管栄養も検討していくこととしている。その旨、ご家族や主治医へ情報提供していく事とする。
・前田　あさ様～酸素飽和度の低下がない為、酸素止めの指示あり。
＜深澤Ｄｒ診察＞
・沢藤　千三様～臨時薬6日分処方となり、以後定期となる。
・高橋　琢二様～インフルエンザ予防接種済み。
＜要注目患者様＞

・沢山　等　様～体温体温36.2℃、脈拍68回/分、血圧165/86mmhg、酸素飽和度98％。痰鳴なし。
・前田　あさ様～体温36.2℃、脈拍104回/分、血圧88/56mmhg、酸素飽和度100％。測定時やや抵抗みられている。
・風穴　義信様～体温36.3℃、脈拍77回/分、血圧84/54mmhg、酸素飽和度97％。マス外し頻回に見られている。痰絡み頻回にあり、都度吸引施行している。
・白井　三男様～体温36.1℃、脈拍67回/分、血圧104/69mmhg、酸素飽和度96％。痰鳴あり、黄色痰多量に除去。
・田中　信作様～ホールにて過ごしている。逸脱行為なく、対面時穏やか。
・中里キヨヱ様～表情は乏しいが帰宅要求や易怒性なく穏やか。
・石橋　進　様～オムツ交換するスタッフに「やめろ」と抵抗し引っ掻く、爪を立てるなど粗暴行為あり。３人介助でようやくオムツ交換行う。
・高橋　琢二様～体温36.8℃、脈拍72回/分、血圧82/53mmHg、酸素飽和度98％。
ベッドで入眠しており、断続的に30秒程の無呼吸みられるが、酸素飽和度低下なく自力で呼吸再開している。
・梅澤　昭策様～不穏なくホールで過ごす。
・大友　富美子様～覚醒しており発語みられる。食事は溜め込みあり1/4で終了。食後「水が飲みたい」と訴えあり茶寒天提供するが、途中でむせこみ「もういい」と話す為50ｍｌほどで終了。
・田中　テル様～体動、車椅子自操しておりベルト装着中。食事介助は拒否ないがオムツ交換には抵抗する。
・金澤　和夫様～車椅子乗車し傾眠。食事はゆっくりだが自分で摂取しようとしている。車椅子からの立ち上がりなし。
・関口　フミ様～車椅子乗車し過ごす。体動あるため体幹ベルト装着中。食事は自力でむせずに摂取し、全量摂取できている。
